
 

１１月６日「ふれあい月間 －こどもの権利条例－」 
 

今月はふれあい月間です。ふれあい月間は 1 年間に６月、11 月、

２月の３回あります。桜野小学校の皆さんが、楽しい学校生活を送れ

ているか、周りの人からいじめや差別を受けていないか、またそうい

うことをしている人はいないかどうかを振り返り、よりよい学校生

活をしていくことを改めて考えるために行います。 

皆さんは、友達とけんかをしたことがあると思います。その時は、

友達に対して悪口を言ってしまうことがありますね。すぐに仲直り

してお互いに謝れば、けんかは友情を深めるきっかけとなります。で

も、けんかした後に、友達が困ることや嫌に思うことをわざとやった

り、ずっと無視したり、仲間外れにしたり、攻め続けたりすることは、

いじめや差別につながります。いじめや差別は相手の心を傷つけ、受

けた人は辛い思いを引きずることがあります。ひどくなると立ち直

れないこともあります。いじめや差別は絶対にしてはいけません。も

し、周りでそういうことをされたり、している人を見たら、注意をし

たり近くの大人の人に相談したりして、みんなの力で防いでいきま

しょう。 

今年の４月に、武蔵野市では「子ども権利条例」が制定されました。

子供の権利を守るために武蔵野市としてのルールが作られました。

その中に次のようなことが書かれ大切にされています。 

一つは「安心して生きる権利」 

もう一つは「差別されずに生きる権利」です。 

これらは、ふれあい月間の内容と同じことを言っています。桜野小の

皆さんが明るい笑顔で、楽しく安心して学校生活を送れるよう、自分

も友達も大切にしていきましょう。 


